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1～2……市民広報特派員リポート「地元の魅力を再発見！」
3……ひまわり、国津の杜の行事、やなせ宿催し
4……二次救急実施病院（9月）、救急の日・救急医療週間講演会

▼
市
民
広
報
特
派
員
リ
ポ
ー
ト
…
市
民
参
加
の
広
報
紙
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
市
で
は
市
民
広
報
特
派
員
を
委
嘱
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト（
報
告
）い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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リポーター
市民広報特派員　
境
さかい

和
か ず え

江さん
（81歳／美旗町中1番）

　

美
旗
地
域
は
、
農
業
集
落
地
と
美
旗
駅

を
中
心
に
開
か
れ
た
住
宅
地
が
混
在
し
、

新
旧
住
民
が
生
活
し
て
い
る
地
域
で
す
。

地
域
内
に
は
、
５
世
紀
後
半
に
構
築
さ
れ

た
県
下
最
大
級
の
馬
塚
古
墳
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
文
化
遺
産
が
残
り
、
美
し
い

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
美
旗
地
域

の
10
年
、
20
年
先
の
将
来
像
を
示
す
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
「
み
は
た
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
古
墳
群
を

含
む
自
然
環
境
の
有
効
活
用
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
古
墳
の
こ
と
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
子
ど

も
た
ち
に
も
理
解
で
き
る
案
内
板
を
７
つ

の
古
墳
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
史
跡
整
備
事
業
だ
け
で
な
く
、

今
年
度
は
、
美
旗
市
民
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
、
美
旗
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
美
旗
の
魅

力
を
発
信
す
る
「
美
旗
の
語
り
部
」
を
養

成
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
の
魅
力
を
知
り
伝
え
よ

う
と
15
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新

旧
住
民
の
親
睦
や
共
通
理
解
を
深
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

国民健康保険税（第3期）9月の納税（納期限…10月 1日月） 　収納室　  63‐7439

　わたしは、昭和54年に、家族5人で京
都市から名張市に引っ越してきました。
当時、美旗駅の周りには住宅も少なく、
我が家からも「馬塚古墳」が見え、空気
もおいしく、いいところに引っ越してき
たと思ったものです。
　長年住んでいると、引っ越してきた当
時には気づかなかった美旗地域のよいと
ころがたくさん見えてきました。自分が
住む地域のすばらしさを、皆さんに伝え
たいと思い市民広報特派員に応募し、今
回リポートをさせていただきます。
　リポートでは、美旗まちづくり委員会
やボランティアガイドおきつも、観阿弥
顕彰会、JA伊賀南部美旗メロン部会の皆
さんに、活動や活動に対する思いなどを
聞きました。

美旗地域には、県下最大級の前方後円墳である馬塚古墳（写真）をはじめとする７つ
の古墳からなる美旗古墳群や多くの文化遺産が残ります。

地
縁
法
人
美
旗
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

地
域
振
興
部
会

　
　
　
　
　

部
長　

岡
田 
博
さ
ん

「語り部養成講座」で熱心に話を聞く受講者

文
化
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
旧
住
民
の
親
睦
や
共
通
理
解
を
深
め
た
い

新田水路について説明を受ける境さん
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　今回、美旗地域の魅力をそれぞれ
の立場から４人にお話をお聞きしま
した。

　馬塚古墳を中心とする美旗古墳群は、全国的に
見ても誇れる歴史遺産であり、同時にわたしたち
が後世に残す必要があると感じました。
　新田水路は、330年以上も前にこのような大事
業が美旗地域で行われ、現在もその恩恵を受けて

いることに驚嘆しました。
　能の大成者である観阿弥が創座した地で、子ど
もたちが狂言に親しむ機会を持たせることで、能
楽文化や「観阿弥創座の地 名張」を継承してい
こうとする思いが伝わってきました。
　市民センターのサークル活動から始まった「美
旗メロン」が、20年足らずで美旗の特産になり
つつあり、生産されている人の労苦が報われてい

ることを嬉しく思いました。
　それぞれ、歴史・文化・伝統・挑戦と違うよう
に見えますが、皆さん美旗地域に誇りを持ってい
ることや熱意があることが感じられました。
　今回リポートをすることで、自分の住む美旗地
域の魅力を再発見することができました。皆さん
も、自分の住む地域や、名張市の魅力を探してみ
てはいかがでしょうか。

市民広報特派員 境さん の視点　

※「美旗メロン」の直売はJA伊賀南部カントリーエレベーター（上小波田）で毎年7月下旬から8月上旬にかけて行われます。

　美旗の「小波田」は、能楽大成者の観阿弥が初め
て座を設けた地と言われています。平成7年に市教育
委員会は、「観阿弥創座の地 名張」を発信しようと観
阿弥ふるさと公園を整備し、能舞台を作りました。
　観阿弥顕彰会では、子ども狂言など、地元の子ど
もたちが能や狂言に親しめるような取組みに力を入
れています。これからも、子どもたちを通じ、「観阿
弥創座の地 名張」を発信していきます。

R165号

観阿弥
ふるさと公園至桔梗が丘

伊賀南部カントリー
エレベーター

常夜燈

美旗
小学校

美旗駅美旗駅

女良塚
毘沙門塚美波多神社

新
田
水
路

竜王水
滝川氏城跡滝川氏城跡
貴人塚

馬塚

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
お
き
つ
も 

松
本 

直
美
さ
ん

美
旗
地
域
は
古
墳
時
代
か
ら
近
世
ま
で
楽
し
め
る
歴
史
の
宝
庫
で
す

　「美旗メロン」の生産は、平成7年に美旗市民センター
の公民館サークル活動をきっかけに始まりました。生産し
ているのは11人、出荷数を年々増産し、今年は約7,500玉
を出荷しました（※）。
　「美旗メロン」の魅力は、糖度が高くて香りが良い、そし
て安いことです。毎年課題を見つけ、品質の安定したより
よいメロンを作り、美旗の特産に育てていきたいです。

観阿弥顕彰会
会長　山中 功

つとむ

さん

Ｊ
Ａ
伊
賀
南
部 

美
旗
メ
ロ
ン
部

     

部
会
長 

山
崎 

晃こ

う

じ路
さ
ん

　毎年11月の第1日曜日には、
「観阿弥祭」が観阿弥ふるさ
と公園で開催され、地元の能
楽愛好家による仕舞や子ども
狂言などが披露されます。

▼

課題を見つけ、よりよいメロンに

　

美
旗
地
域
を
ガ
イ
ド
す
る
と
き

は
、
馬
塚
古
墳
や
江
戸
時
代
か
ら
明

治
初
期
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

初は

せ瀬
街
道
の
町
並
み
、
新
田
水
路
、

天
正
伊
賀
の
乱
で
織
田
軍
が
築
い
た

滝
川
氏
城
跡
、
観
阿
弥
ふ
る
さ
と
公

園
な
ど
を
歩
い
て
案
内
し
て
い
ま

す
。
美
旗
地
域
は
、
古
墳
時
代
か
ら

近
世
ま
で
の
歴
史
を
楽
し
め
る
「
歴

史
の
宝
庫
」
と
言
え
ま
す
。

　

車
で
通
過
す
る
と
一
瞬
で
す
が
、

歩
い
て
初
め
て
気
づ
く
、
歩
け
ば

こ
そ
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
市
外
か
ら
散
策
に
来
ら
れ
た
人

も
「
い
い
と
こ
や
ね
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
美
旗
の
地
を

散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期

は
、
全
国
各
地
で
新
田
の
開
発
が
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

時
開
発
さ
れ
た
水
路
が
現
存
し
、
今

も
利
用
さ
れ
、
田
畑
や
町
並
み
が
当

時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

数
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

新
田
開
発
は
、
１
６
５
５
年
、
藤

堂
藩
の
奉
行
の
加
納
直
盛
が
始
め
ま

し
た
。
当
初
は
２
つ
の
池
を
造
り
そ

の
水
を
利
用
し
ま
し
た
が
、
天
災
で

こ
の
池
が
決
壊
し
、
田
畑
の
水
没
な

ど
甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
１
６
７
６
年
ご
ろ
、
直

盛
の
子
直
堅
が
伊
賀
市
高
尾
か
ら
約

14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
水
路
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
田
地
区
で
は
、
田
に
水
を
入
れ

る「
水み

と
ぐ
ち

戸
口
」の
大
き
さ
や
、
水
を
入

れ
る
時
間
を
定
め
た「
分ぶ

ん
す
い
こ
ち
ょ
う

水
戸
帳
」を

作
り
、
違
反
す
る
も
の
を
厳
し
く
制

裁
す
る
規
則
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

水
路
や
水
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
計
画
分
水

は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
田
水
路
は
春
は
桜
の
名
所
、
秋

に
は
各
家
か
ら
水
路
に
向
け
て
の
び

る
短
冊
状
の
田
「
ぜ
り
田
」
一
面
に

黄
金
色
の
稲
穂
が
美
し
く
、
散
策
コ
ー

ス
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

　公民館活動「美旗ガイド」として、
平成9年から美旗を案内。現在は、
ボランティアガイドおきつもで活動
※ガイドの派遣など詳しくは、㈳名
張市観光協会（  63‐9087）へ

「観阿弥創座の地 名張」を発信していきます

夜燈

美
旗
文
化
遺
産
マ
ッ
プ

美
旗
文
化
遺
産
マ
ッ
プ

各季節さまざまな表情を見せる新田水路（写真は春）

約
３
３
０
年
前
に
造
ら
れ
た

「
新
田
水
路
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
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先
日
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
を
利
用
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
の
車
い
す
を
押
す
、
小
学
３

年
生
の
娘
と
一
緒
に
多
目
的
ト
イ
レ
に

入
り
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
音
声
案
内
が
流
れ
始
め
ま

し
た
。「
こ
ち
ら
は
、
ト
イ
レ
音
声
案

内
で
す
。
扉
を
閉
め
る
の
は
、
こ
の
装

置
の
下
の
ボ
タ
ン
、
入
口
か
ら
正
面
左

隅
に
洋
式
便
器
、
水
洗
操
作
は
便
座
に

座
っ
て
右
側
の
壁
…
」
な
ど
、
ト
イ
レ

内
の
様
子
と
操
作
方
法
を
細
か
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
装
置

を
初
め
て
知
っ
た
わ

た
し
は
、「
こ
ん
な

丁
寧
に
説
明
し
な
く

て
も
、
使
い
方
く
ら

い
見
た
ら
分
か
る
よ

な
ぁ
」
と
、
本
当
に

何
気
な
く
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
娘
は「
で
も
、
こ

れ
や
っ
た
ら
目
が
不

自
由
な
人
に
も
分
か

り
や
す
い
と
思
う
よ
」と
言
い
ま
し
た
。

　
「
あ
っ
！･･･

」

　

わ
た
し
は
、
外
出
先
で
初
め
て
車
い

す
用
ト
イ
レ
を
利
用
し
た
、
十
数
年
前

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
ト
イ
レ
が
、
も
っ
と
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
で
き
れ
ば
、
外
出
す
る

と
き
の
心
配
が
一
つ
減
る
な
」

　

当
時
の
わ
た
し
に
と
っ
て
、
車
い
す

用
ト
イ
レ
の
登
場
は
、「
気
軽
な
外
出
」

と
い
う
わ
た
し
の
夢
が
、
現
実
の
も
の

へ
と
一
歩
近
づ
く
「
事
件
」
で
し
た
。

今
で
は
、車
い
す
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

お
年
寄
り
や
子
ど
も
連
れ
の
人
な
ど
、

だ
れ
に
で
も

使
い
や
す
い

多
目
的
ト
イ

レ
と
し
て
、

色
々
な
と
こ

ろ
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
わ
た
し

も
家
族
と
の
外
出
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
経
験
を
通

し
て
、
わ
た
し
は
こ
う
し
た
ト
イ
レ
の

大
切
さ
を
十
分
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
音

声
案
内
装
置
が
ど

う
い
っ
た
目
的
で

設
置
さ
れ
て
い
る

の
か
想
像
も
で
き

ず
、「
見
れ
ば
分
か

る
、
要
ら
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
と
つ
ぶ

や
い
た
自
分
が
た

ま
ら
な
く
恥
ず
か

し
く
な
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と

再
び
音
声
案
内
が

流
れ
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
目
を
閉

じ
て
そ
の
案
内
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

じ
ん
わ
り
と
し
み
込
ん
で
く
る
音
声
案

内
。も
ち
ろ
ん
音
声
案
内
が
あ
っ
て
も
、

目
が
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
、
ト
イ
レ

の
利
用
に
は
な
お
不
自
由
さ
、
不
便
さ

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
も
っ
と
も
っ
と
安
全
で
使
い
や
す

い
ト
イ
レ
に
な
る
と
い
い
ね
」

　

娘
と
話
し
な
が
ら
ト
イ
レ
を
後
に
し

ま
し
た
。「
だ
れ
に
と
っ
て
も
、
よ
り

使
い
や
す
く
」
を
目
指
す
取
組
み
の
向

こ
う
に
、
利
用
者
の
笑
顔
が
増
え
て
い

く
気
が
し
ま
し
た
。　

ひまわり

～人権尊重をくらしのなかに～～人権尊重をくらしのなかに～

No. 389

「
多
目
的
ト
イ
レ
」

「
多
目
的
ト
イ
レ
」

ご意見は人権・男女共同参画推進室（ご意見は人権・男女共同参画推進室（ 63‐7909）へ63‐7909）へ

開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日（月
曜日が祝日のときは翌日
休館）、年末年始は休館
▼はじめて広場　
　9月14日金 午前10時30分
～☆「かがやき」を利用
したことがない人は、気
軽にご参加ください。
▼親子で遊ぼう　9月5日水…野菜スタンプ
を作ろう　材料費50円。先着50人（当日
受付）　9月29日土…伊賀シンフォニック
アカデミー演奏会　◎参加無料　
　※いずれも午前10時45分～

  大竹 蒼
あ お ば

羽ちゃん
（鴻之台）

 こども支援センターかがやき
　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物

　商工経済室   63‐7824
【イオン名張店3階】 9月9月リバーナホール催物リバーナホール催物

■名張写友クラブ第３６回写真展
日時　9月14日金～16日日
　午前10時～午後6時（最終日は5時まで）
主催　名張写友クラブ

■ＹＭクラブ絵画展
日時　9月20日木～23日日 午前10時～
午後5時（初日は正午から最終日は4時まで）

主催　ＹＭクラブ

催し催し
 旧細川邸 やなせ宿    62‐7760  月曜休館

なせ宿なせ宿

やなせ宿郷土史講話会
「地名が語る昔話 その１」
“名張川水辺の地名「牛

うしおにぶち

鬼淵・鼈
すっぽんぶち

淵」と昔ばなし”
日時　9月2日日 午後1時30分～3時
講師　米澤 範彦さん（名張郷土研究会）
◎参加無料。申込不要

9月の献血  地域医療室
　  63‐3913

●日時　9月12日水　午後２時～４時
　場所　イオン名張店（元町）

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

草木染教室　シルクストールを染めましょう
日時　9月16日日 午前9時30分～正午
講師　 長

おさふね

船 智子さん　定員　10人
参加費　2,800 円（材料費含む）
持ち物　作業がしやすい服装、タオル、エプ
ロン、ゴム手袋

申込　8月 27 日月から 9月 3 日月までに、
電話で問い合わせ先へ　

※先着順。参加者が少ない場合は中止

　8‐2号掲載『休日・夜間・お盆期間の急病やケガの対処法』について　　▼子供が小さいので休み中の病院の情報は本当に助かります。
　　▼年末年始の際も掲載してほしいです。　▼ 16日が木曜日だったので、前後の開院日も表にあった方が親切な気がします。　 

広報なばり
メールサポーター
アンケートより…

日時　9 月 30日日 午前 9時 30分～正午
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
対象　市内在住、在勤、在学で弓道経験者（高
校生歓迎）

参加費　300 円 ※入賞者以外には参加賞あり
申込　9月 20日木までに、住所、氏名、年齢、
電話番号、級、段位を書いて、ファクス（61
‐1476）か電子メール（koayu.kimura@
asint.jp）で問い合わせ先へ

 名張弓道協会（木村）　  61‐1476

「市民総合体育大会弓道競技」
参加者募集

日時　10月16日火～24日水の平日
　午前10時～午後4時（全7日間受講必須）　
場所　はぐくみ工房「あららぎ」（神屋）
対象　55歳以上で求職中の人
定員　20人　　　◎受講無料
申込　9月14日金までに、電話で問い合わせ先へ

 名張市シルバー人材センター　  63‐6800

高齢求職者対象「家屋リフォ
ーム技能講習」受講者募集

「お年寄りと生け花を楽しもう」  
   参加者募集 

日時　9月8日土 午後1時30分～3時30分
場所　第2はなの里（百合が丘西5）
対象　市内在住の幼児、小・中学生、高校生
　※保護者などが送迎できる人
定員　20人　※先着順
持ち物　鉛筆、消しゴム、ノート、タオル
申込期限　9月1日土
◎参加無料。申込方法など詳しくは、問い合
わせ先へ

 なばり子ども支援グループ＜リヨン＞（西）
　  090‐3250‐7015
　  http://nabari-lion.blogspot.com

日時　9月12日水 午後2時～
場所　市役所4階401会議室
内容　「花壇苗つくり」パンジー、ビオラな
どの栽培方法など

対象　農業経験があり、切り花の販売を計画
している人　

申込　事前に問い合わせ先へ　◎参加無料

 農林資源室　  63‐7625

  直売所などへの出荷用の
「切り花栽培研修会」を開催

かがやきかがやき

  大好き
！

  大好き
！

日時　9月8日土 午後2時開場、2時30分開演
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
◎入場無料。入場には整理券が必要です。入場
希望者は問い合わせ先へご連絡ください。

 自衛隊伊賀地域事務所　  21‐6720

  陸上自衛隊音楽隊による
「ふれあいコンサートin名張」
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伊賀地域二次救急実施病院
9月【小児科以外の診療科】【小児科以外の診療科】

 健康福祉政策室　 63‐7579

◎受け入れ対象は、重症患者です。実施日以外は救急
受け入れを行いません。

◎重症患者が重なるときは、受け入れできない場合
があります。

◎岡波総合病院小児二次救急は、かかりつけ医、また
は、応急診療所の紹介、救急車での搬送による入院
が必要な重症患者の場合のみ受け入れを行います。
受診後は必ず入院となります。

名…名張市立病院（ 61‐1100）
◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。
上…上野総合市民病院（ 24‐1111）
◆開業医・応急診療所の紹介、救急車での搬送のみ受け入れ
岡…岡波総合病院（ 21‐3135）
◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。

☆三重県救急医療情報センターコールセンター（ 64‐
1199）…24時間体制で受診可能な医療機関を紹介

◎
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

◆平日…午後 5時～翌日午前 8時 45分
◆土・日曜日、祝日…午前 8時 45 分～
翌日午前 8時 45分

※ただし、岡波総合病院は、月曜日…午後
5時～翌日午前 9時／第 2・4 日曜日、
祝日…午前 9時～翌日午前 8時 45分　
◆平日昼間午前8時45分～午後5時は、
名張市立病院で二次救急を実施

☆みえ子ども医療ダイヤル（ ＃
シャープ

8000）…子どもの急病
やケガの無料相談（毎日午後 7時 30分～ 11時 30分）

超ひかりTVで
簡単・安心のデジタルライフを !!

0595-64-7821

広告

実
施
時
間
帯

◆名張市立病院小児科の時間外の二次救
急は、市立病院の二次救急実施日に実施

日時　9月11日火・25日火 午前10時～午後3時（受付は午後2時45分まで）
場所　産業振興センターアスピア（南町）  保険年金室   63‐7445年金相談

国民年金加入中の事故や病気で重い障害が残ったら、
障害基礎年金を受給できる場合があります

受給要件　①初診日に国民年金に加入してい
る、または、加入を終えた後でも60歳以上
65歳未満で国内に住んでいること（老齢基
礎年金を繰上げ受給していない人）

　②障害認定日（初診日から1年6ヵ月経った
日、または、1年6ヵ月以内に症状が固定し
た日）に国民年金法の1級または2級の障害
の状態になっていること。もしくは満65歳
までに障害が重くなり国民年金法の1級また
は2級の障害の状態になっていること（身体
障害者手帳などの等級とは異なります）　
③初診日の前日において次のいずれかの
保険料納付要件を満たしていること　

　▼初診日の属する月の前々月までに保険
料を納めなければならない期間のうち3
分の1をこえる未納期間がないこと　

　▼初診日の属する月の前々月までの直近1
年間に未納がないこと

◎20歳前に初診日がある場合
　20歳になったとき（障害認定日が20歳
以降の時は障害認定日）に、障害の程度

が国民年金法の1級または2級の障害の状
態にあるとき、もしくは満65歳までに障
害が重くなり国民年金法の1級または2級
の障害の状態になったとき障害基礎年金
を支給。保険料の納付要件は問いません
が、本人の所得制限があります。

◎詳しくは、保険年金室（  63‐7445）また
は津年金事務所（  059‐228‐9120㈹）へ

◎ご相談の際には、年金手帳、初診からの病
歴がわかるメモなどをお持ちください。

■受給できる年金額（平成24年度）
　1級…年額98万3,100円　　
　2級…年額78万6,500円
※子の加算がつく場合があります。

　国民年金に加入中の人で、障害基礎年
金・障害厚生（共済）年金（1級・2級）の
受給者となられた人は、届出により国民年
金保険料が免除になります。市役所1階保険
年金室で忘れずに手続きしてください。
持ち物　年金手帳、年金証書、認印

■証明書等自動交付機（市役所北玄関、近
鉄名張駅東口・桔梗が丘駅南口に設置）
は、市庁舎設備点検による停電のため、
　9月1日土 終日休止　※雨天時は9月8日土
 総合窓口センター　  63‐7440

9月1日土は、「証明書等自動
交付機」を休止します

■2級土木施工管理技術検定 学科試験対策講座
日時　9月15日・29日、10月6日・13日
　午後1時30分～4時　※すべて土曜日
参加費　2,520円（テキスト代）
■2級建築施工管理技術検定 学科試験対策講座
日時　9月8日・15日・29日、10月6日・13日・
27日 午後2時～4時　※すべて土曜日

参加費　2,415円（テキスト代）
☆　☆　☆　☆　☆

場所　近大高専（春日丘7）
申込　8月31日金までに、電話で問い合わせ先へ
 近大高専事務部　  41‐0111

技術検定 学科試験対策講座
受講者募集

　防災週間に、毎日数回、市長が「FMなば
り（83.5MHｚ）」を通じ、市
民の皆さんに災害時に備えて防
災の呼び掛けを行います。

 危機管理室　  63‐7271

8月30日木～9月5日水の防災週間に
ＦＭなばりで防災啓発放送実施

日時　9月6日木 午後2時～4時30分
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
演題／講師　▼「東日本大震災を経験して－
医療からみた震災対応－」／瀨野 幸治さん
（仙台市医師会理事）　▼「個性？障害？ 
発達障害と子育て」／小林 穂

ほ だ か

高さん（関西
医科大学小児科学講座研究医員・名張市立
病院小児発達支援外来専門医）

 名賀医師会　  64‐2321

「救急の日・救急医療週間講演会」
　を開催　　　◎参加無料。申込不要

　高齢者や障害者をめぐる人権問題の電話相談
相談ダイヤル　 0570‐003‐110
実施期間　9月10日月～16日日 午前8時30分～
午後7時 ※土・日曜日は午前10時～午後5時
津地方法務局人権擁護課 059‐228‐4193

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間
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